国語（小）部会
Ⅰ　研究の概要









Ⅱ　実践研究の成果
１．研究成果
○推進委員研修会および役員研修会を通じて，石教研専門部会第二次研究協議会に代わる取
組を決定し，市町村ブロックごとの教材研究により指導案集を作成・発行することができ
た。
○2014年に作成された「学習・指導案用語集」を改訂し「学習用語集」として国語通信「は
まなす」を通じて確認することができた。
２．専門部会第二次研究協議会での交流
（１）専門部会第二次研究協議会での交流内容　
※今年度は，開催できなかったため，指導案集作成の統一形式である指導案を記載する。
Ⅲ　部会研究の成果と課題
１．成果
○第二次研究協議会非開催の中、授業者をはじめとする各サークルでの多彩なアイディアを生かした指導案集をつくることができ，新教材の様々な実践例について交流することができた。
○部会員に指導案統一形式と、改訂された学習用語集を早い段階で示すことができ，授業実践の一助となったと考える。
２．課題
●次年度は今年度に発行された指導案集を基に成果と課題をより生かせるような教材研究・分析に努めていきたい。
Ⅳ　結び
　今年度、先が見通せない中の活動が主になってしまいました。ご心配おかけいたしましたことを、この場をお借りし、心よりお詫び申し上げます。
次年度も、実技理論研・部会研究をどのように進めていけるのかは手探り状態ですが、目の前の子ども達が「国語が楽しい」「国語って面白い」と思えるような授業づくりを、皆様と一緒に作っていけるよう、事務局一同、力を尽くして参ります。
１．研究主題


考えの形成につなげる新しい時代の国語教育








２．研究主題設定の理由


①　研究の経過について


　　昨年度までの研究において，『表現のしくみ』と『表現のスキル』の系統表を活用して，『思考力，想像力』を高めるための表現活動の工夫について研究を進めた。その結果，表現活動を行うためには，「『読むこと』教材の内容価値や要素」「教材の構造や展開，表現，視点」「教材を創出した作者や筆者などへの着目の仕方」等を理解する必要があると確認できた。


②　主題「考えの形成につなげる新しい時代の国語教育」について


新「学習指導要領』が施行され，教科書も替わる大きな転換期である。文章の「構造と内容の把握」「精査・解釈」のために指導事項を明確にし，それを切り口にした新しい読み方が必要である。どう読むことが「考えの形成」のために効果的なのかを研究するとともに，指導計画の中で「主体的・対話的で深い学び」をどのように位置付けていくのかも研究し，新しい時代に合った国語教育について研究する。





３．研究仮説


　　指導事項や学習内容を明確にし，学習過程を工夫することにより，言葉の特徴や使い方などを理解し自分の思いや考えを深められる児童を育てることができる。











４．研究内容


 「読むこと」領域の「構造と内容の把握」「精査・解釈」場面


（１）「構造と内容の把握」「精査・解釈」における文章理解を高めるための指導事項


（２）文章理解を高めるために効果的な「主体的・対話的で深い学び」








５．研究方法


（１）令和２～４年度の３カ年計画で行う。


（２）中心サークルを設け，石教研専門部会第二次研究協議会において授業提言を行う。（令和２年度は，市町村ごとに指導案検討を行い，各ブロックでまとめた指導案を事務局に提出する）


（３）各市町村サークルは，主題の解明を図るために，部会研究を進める。


（４）実技理論研修会を開催する。（令和２年度は，行わない）











